ノヤマ ノ ハナ ミジカ ナ サンヤソウ ノ ショッコウ ヤッコウ ベニバナ by 白瀧, 義明
New Food Industry（New Food Indust.） 2019  Vol.61  No.7   541
城西大学薬学部　白瀧　義明（SHIRATAKI Yoshiaki）
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
540   New Food Industry（New Food Indust.） 2019  Vol.61  No.7





く お け つ
瘀血などを目標に治























中海を経て世界へ広まり，さらに中国（紀元前 2 世紀〜後漢（2 〜 3 世紀頃）の頃）を経て，日本
には 5 〜 6 世紀に渡来したといわれています。本植物は高さ約 1m の 1 〜 2 年生草本，葉は互生















ベニバナ Carthamus tinctorius  L.
(=C. tinctorius (Mohler, Roth, Schmidt & Boudreaux))





写真 3　ベニバナ（花）満開 図 1　成分の構造式





























などがあり，ベニバナの咲く 6 〜 7 月頃は，たいそう賑わうそうです。
　生薬コウカ（紅花）の成分について，はじめて研究を行ったのは，日本で最初の化学系の女性理
学博士である黒田チカです（日本の女性理学博士第 1 号は保井コノ（植物学）1927 年，黒田は女
性理学博士第 2 号となる（1929 年））。黒田は成分としてフラボノイド系化合物の carthamin を提
出しましたが（1929 年），その後，構造式は訂正され絶対構造を含め，今の構造式になっています
（佐藤慎吾ら，1996 年）。また，黒田はシコン（紫根）の成分であるナフトキノン系色素 shikonin
の研究などを行なったことでも知られています。
写真 4　生薬：コウカ（紅花）
